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ＮＨＫ受信料制度等検討委員会 

第１０回会合 議事要旨 

 

■ 日 時  

平成２９年 7月６日（木） １３：００～１５：００ 

 

■ 場 所  

 ＮＨＫ放送センター ５階会議室 

  

■ 出席者  

【委員】（五十音順、敬称略） 

  安藤英義、鈴木秀美、山内弘隆、山野目章夫、山本隆司（５名） 

 

【オブザーバー】（敬称略） 

  平松剛実（１名） 

 

■ 議事次第 

１ 開会 

２ 諮問第２号「公平負担徹底のあり方について」資料説明および意見交換 

３ 諮問第３号「受信料体系のあり方について」資料説明および意見交換 

４ 諮問第１号「常時同時配信の負担のあり方について」資料説明および意見交換 

 

■ 議事概要 

１ 諮問第２号「公平負担徹底のあり方について」資料説明および意見交換について 

受信料の公平負担を徹底するための適切な制度整備のあり方について、これま

での議論を踏まえ、海外公共放送における制度面の取り組みを参照しながら、

国内の諸制度との整合性、視聴者・国民の理解等の観点から説明があり、その

後、意見交換が行われた。 

意見交換においては、意見募集の募集や答申において多くの視聴者・国民に委

員会の考えを正しく理解していただくため、視聴者・国民や事業者にとっての

利点はわかりやすく表現されるべき、誤った解釈を招かないための工夫や、読

みやすさへの配慮は十分になされるべき等の意見があった。 

２ 諮問第３号「受信料体系のあり方について」資料説明および意見交換について 

世帯および事業所の契約のあり方、受信料免除のあり方等について、これまで

の意見交換を踏まえ、視聴者・国民の理解・納得性、受信料負担の公平性、ＮＨ

Ｋが公共放送の使命を果たすために必要な財源の確保等の観点から、引き続き
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意見交換が行われた。 

意見交換においては、意見募集の募集や答申にあたり、多くの視聴者・国民に

委員会の考えを正しく理解していただくため、言葉の定義をわかりやすく明確

に示すことが重要である、読みやすさへの配慮は十分になされるべき等の意見

があった。 

３ 諮問第１号「常時同時配信の負担のあり方について」資料説明および意見交換 

について 

常時同時配信が実現した場合における負担のあり方について、これまでの意見

交換を踏まえ、どのような負担のあり方が適切であるか、受信料負担の公平性、

ＮＨＫが公共放送の使命を果たすために必要な財源の確保（財源の性質）、財源

の独立性、視聴者・国民の理解や納得性、現行受信料制度との接合性などにつ

いて、引き続き意見交換が行われた。また、事務局から意見募集の状況につい

ての報告があった。 

意見交換においては、意見募集に示した答申（案）概要に寄せられているご意

見に鑑み、今後も引き続き適切な説明が必要となる点があることが指摘された。

また、それらの点も考慮し、答申に向けて、多くの視聴者・国民に委員会の考

えを理解していただくための工夫、読みやすさへの配慮は十分になされるべき

等の意見があった。 

４ 次回日程について 

   第１０回会合は７月１９日（水）１５時００分から。 

 

 

 


